
　 　

　

写真①被災状況 写真②H27.7.6時点

 

写真-2 西戸川工区の農地復旧状況 

表-1 農山漁村地域復興基盤総合整備事業(ほ場整備）一覧 

地区名 工区名

事業計画 着手
営農再開可能
面積 (ha)

防集対象戸数
(戸)地区面積

(ha)

農地面積(ha) 農地面積
(ha)①

H27.6末
②

②／①
現況 計画

最 知 24.4 21.6 20.0 12.1 3.6 30% -

気仙沼 大 谷 28.7 24.8 23.1 19.9 2.7 14% 14 

田の沢 4.7 4.1 2.8 2.8 1.7 61% -

杉ノ下 33.6 31.6 27.3 22.5 - - 83 

小計（４工区） 91.4 82.1 73.2 57.3 8.0 14% 97 

田 表 15.8 15.0 13.4 8.4 6.8 81% -

板 橋 17.3 15.6 13.5 7.7 6.4 83% 1 

南三陸 泊 浜 26.0 23.0 20.4 14.4 0.0 0% 1 

西戸川 30.1 25.5 23.4 19.9 10.0 50% 24 

在 郷 39.2 33.3 30.9 22.8 9.3 41% 33 

廻 館 24.5 19.6 18.0 15.1 - - 128 

小計（６工区） 152.9 132.0 119.6 88.3 32.5 37% 187 

計 10工区 244.3 214.1 192.8 145.6 40.5 28% 284 

＊事業計画面積及び着手面積は平成27年6月末時点の数値であり確定ではない。

 農地の復旧・復興の推進体制が整っていなかった初期の頃は，合意形成を図ることが困難であり，

市町の担当者に推進委員を人選して頂き，「打合せ会」と称して，ほ場整備の仕組から推進委員の

役割などを説明し，ほ場整備への理解を深めて貰うことから始まり，実施設計や換地計画原案の承

認，工事着手後は，地元調整を円滑に進めるための説明会等を，自治法派遣職員の応援を頂きなが

ら昼夜を問わず開催してきた。 

４）農業用施設の支援 

 営農再開にあたり農用地利用改善組合と営農組織等を設立したことで，復興交付金によるＣ－４

事業で市町が購入した農業機械，収穫後の加工施設等を借り受けることができた。 

４．事業の成果 

 大震災により甚大な被害を受けた沿岸部の農地の復旧において，農地の原形復旧にとどまらず，

地域の農地集積や担い手確保を目指したほ場整備事業を実施するにあたっては，地域の多くの農家

が大震災により農業機械を失った状況であることから，県の関係機関と市町，ＪＡ等が連携して支

援を行い，ほ場整備事業計画策定と並行して，地域農家による農用地利用改善組合や営農組合等を

設立し体制整備を図った。 

個別農家による営農から営農組合等による営農となったことで，生産性の向上と担い手の確保が

行われ，本年度に施工した２地区（７工区）の一部の農地で被災後初の営農再開ができた。 

５．今後の課題 

 昨今の農業を取り巻く厳しい情勢の中，ほ場整備により営農再開した農地が継続的に利用される

よう，引き続き地元を支援していくこと。原形復旧した農地においては，農家の営農意欲をいかに

引き出すか，また継続させていくかが，今後の課題である。 

 

 

 

 

農業農村工学会報文等 

平成26年度農業農村工学会東北支部第57回研究発表会 講演要旨 

平成26年10月30日（木） 於：ハーネル仙台 

１．宮城県における農地復旧の取り組み  

   安蘇 政樹，石川 吉廣，宮部 志郎 

２．大規模農地整備事業に対するGISを活用した技術支援  

   大場 喬，林 貴峰，郷古 雅春，友松 貴志 

３．宮城県沿岸部（泥炭地帯）のほ場整備（大区画化）における地耐力確保に関する報告 

   古林 武弘，佐々木 光啓，髙橋 昇一，紺野 昭浩 

４．海岸堤防復旧工事に伴う矢板施工による背後地井土の海水成分に及ぼす影響 

   鈴木 辰也，八巻 智 

５．復興まちづくり計画を実現する「土地利用の整序化」の課題点と解決策について 

～気仙沼杉ノ下地区における取り組み～ 

   高木 陽子，三上 浩二，大里 有巨，林 貴峰 

６．復興交付金の「農地整備事業」で行う「新たな標準区画」の整備について 

   林 貴峰，三浦 元康，吉田 克生，大里 有巨 

７．東日本大震災後の塩水地下水の挙動とその対応に関する報告 

   藤本 正武，手塚 仁基，渡邉 真，鈴木 良彦 

※宮城県で行われた東北支部大会（平成26年度）の発表要旨を掲載しております。 

 

農業農村工学会誌「水土の知」掲載報文 

【平成24年】 

１．東日本大震災による宮城県の被害状況と対応 （H24年第80号第4号P263～264） 

   雫石 和男，佐々木 秀夫，廣野 修 

２．縦浸透除塩の有効性と宮城県の津波被災農地の除塩対策 

(H24年第80巻第7号P527～530) 

   千葉 克己，加藤 徹，富樫 千之，冠 秀昭 

【平成25年】 

３．津波で被災した未整備農地の除塩取組み事例 (H25年第81巻第1号P38～39) 

   佐藤 惠，菅原 強 

４．東日本大震災の災害査定における水土里情報システムの活用  

(H25年第81巻第3号P191～194) 

   千田 宏，佐々木 清美，井上 順史 

【平成26年】 

５．東日本大震災で被災した土地改良区の抱える課題と対応 

(H26年第82巻第3号P219～222) 

   郷古 雅春 

６．宮城県平野部の津波被災地での農業復興の現状と課題  

(H26年第82号第3号P223～227) 

   落合 基継，小野寺 淳，成澤 嘉明 

【平成28年】 

７．津波被災地域の確実な農地復旧のために必要な塩害対策  

(H28年第84巻第6号P487～490) 

   千葉 克己，冠 秀昭，加藤 幸，郷古 雅春 

８．宮城県の沿岸低平地における復興農地整備の取組みと維持管理問題 

(H28年第84巻第7号P587～590) 

   郷古 雅春，菅原 喜久男，大場 喬，千葉 克己 
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